BAFF-RはB細胞リンパ腫に発現し、由来細胞に関係している。特に節性びまん性大細胞型B細胞リンパ腫では増殖能と関連している by Takahata, Hiroyuki
?
?
?
???
?
?
??
?
??
?
?
???
?
?
?
??
??
?
?
???
?
?
????
?
?
?
? ?
??
?
?
??
??
30日
合研究科病態制御科学専攻
(学位規則第4条第 1項該当)
学 位 論 文 題 目 BAFF-氏isExpressedonB-cellLymphomasDependingon
theirOrigin,andisRelatedtoProliferationIndex
ofNodalDiffuseLargeB-cellLymphomas
(BAFF-RはB細胞リンパ腫に発現 し､由来細胞に関係 している｡
特に節性びまん性大細胞型B細胞 リンパ腫では増殖能 と
関連 している｡ )
論 文 審 査 委 員 教授 谷本 光音 教授 松川 昭博 准教授 池田 正徳
学 位 論 文 内 容 の 要 冒
B細胞滑性化因子受容取BAFF-R)はBAFFの3つの既知の受容体の1つである.BAFF-RはB
細胞の成熟と生存に必須である.我々は､非月翰 性と月動穿性のB細胞とT細胞でのBAFF-Rの
発現の一般的なパター ンを調べるため､パラフィン包埋材料の非月動穿性と月翰 性リンパ組織での
BAFFIRの発現パター ンを免疫組織化学的に評価し､また BAFF-Rの発現とcDIO､bcl-6､
MUM-1の発現の関連を調査した｡BAFトRの発現はB細胞リンパ腫のみに認められ､B細胞リ
ンパ腫内で発現が異なった HanSの基準によると､びまん性大細胞型B細胞リンパ月郵)LBCL)
は､胚中心B細胞型(GCB)と非胚中心B細胞型かon-GCB)に分けられるが､節性リンパ腫におい
ては､GCB型がBAFF-R75%陽性､non-GCB型がBAFF-R30%陽性であった囲 .05).また､
低いMIB-1indexに関係したBAFF-Rの発現は､GCB型のDLBCLとの関連が認められた｡結論
として､BAFF-RはB細胞リンパ腫の一部に発現し､非日動穿性病変での発現パター ンとの密接な
関係がみられた｡またBAFF-Rは節性のGCB型DLBCLの低い増殖能と関連していた｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､B細胞性リンパ腫の増殖性や治療反応性を予知するための新たな細胞マーカ
ーを検索することを目的として､B細胞活性化因子受容体の1つであるBAFF･Rの発現
をB細胞性リンパ腫患者から得られた検体細胞を対象に解析した結果､BAFF･RはB細
胞リンパ腫の一部に発現し､非腫癌性病変の発現パターンに密接に関連していることを見
出した｡特に節性びまん性大細胞性B細胞リンパ腫ではその細胞増殖能とBAFF･Rとの
発現の関連が明らかになったことから､治療反応性を予測する上で有用な細胞マーカーで
あることが示され､臨床的にも有用なことが期待される｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
